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波を、閉じ込める



　江ノ電・七里ヶ浜駅を降り、海を背にして坂を
上ると、その途中にガラス工房がある。「ヨーナ
スガラスビジョン」。住宅街に溶け込む控え目な
看板があり、扉にはさりげないアートガラスが
施されている。扉を開けると、店主の賀来ヨーナ
スさんが優しい笑顔で迎えてくれる。
　ヨーナスさんはガラス作家。代表作の『TUBE』
が持つ、動いていた波を時間を止めて透明なタ
マゴ型のガラスの中に封じ込めたような躍動
感は、見る人の心を一瞬にして奪うかのようだ。
サーファーでもある彼の目で見た波が、そこに
鮮やかに表現されている。

友人の父が導いてくれたガラス

　ヨーナスさんは1973年、日本人の父とスウェーデン人
の母の間に生まれた。出生地はスウェーデンのウップサ
ーラという街だが、2歳で鎌倉に移住した。
　小学生の頃からサーフィンやスケートボードに触れ、
まず先にスケードボードに夢中になり、腕前はスポンサ
ーが付くほどに。高校生になった頃サーフィンにのめり込
んでいった。高校を卒業後、英語を身につけたくてアメ
リカ・マサチューセッツ州のベッカーカレッジに留学した。
もっとも勉強は二の次三の次で、毎日のように出かけて
は遊びに夢中になった。街のディープな人々の中に入り
込み、様々なジャンルのアートや音楽活動に触れた。この
経験が後の創作活動に大きく影響を与えることになる。
　アメリカに渡って半年が過ぎた頃、英語の夢を見た。
「スウェーデン語と英語は文法が同じで、似た単語も多い
んですよ。出来るだけ日本人とつるまないようにした事も
あってか、スピーディーに英語が身についていました」
とヨーナスさんは言う。
　2年の留学を終えて日本に帰国したヨーナスさんはあ
る時、友人の家で食事をご馳走になった。その折、友人の
父から自身が経営する山梨県小淵沢のガラス工房で、住
み込みで働かないかとの話をもらい、行くことにした。そ
れが「フュージング・スランピング」という技法を使うガラ
ス工芸との、はじめての出会いだった。
　同じ頃、逗子市小坪在住のラテン音楽界重鎮のパーカ
ッショニスト、横山達治氏と出会う。これがきっかけでパ
ーカッションにのめりこんだヨーナスさん。たまに鎌倉に
帰ってきては仲間と集まってセッションして楽しんだ。
「音楽とガラス、どっちでご飯を食べて行こうか？　俺はど
っちが好きなんだ？ととても悩みました」
　ラテン音楽は、当時の日本ではマイナーな音楽。加えて
パーカッションは裏方だ。それで一人前になることができ
るのか。
「音楽は欠かすことのできない癒し。救われることもある。
でもそれをお金にしていくことは、俺にはできない」。音楽
を生業にすることはなかった。

師匠との出会い

「昔から手で何か作る、モノづくりが好きだったんですよ。
たまに短期の休みがあると、山梨から鎌倉に帰ってきて、
内装や大工の見習いのようなアルバイトもしました。小淵
沢で2年近くを過ごして、結局はガラス工芸が、いいな、と
思える唯一の存在でした」
　こうなったらガラスの道を突きつめよう。そう思ったヨ
ーナスさんは、川崎にあるガラス専門学校「東京ガラス工
芸研究所」に通い始めた。ここに2年通って様々なガラス
の技法を学んだが、その中でも一番自分の性に合ったの

は、吹きガラスだった。
「元々勉強嫌いだし、椅子にじっと座ってガラスに向きあう
タイプではない。常に動いている吹きガラスの製法に、単
純に魅かれたんです」
　卒業を間近に控えたある日、学校の掲示板にあった琉
球ガラスの求人広告に目が止まる。
「沖縄かぁ、海あるしサーフィンできるし、いいっかな」と、
荷物をまとめてフェリーに乗り込み、沖縄県名護でガラス
工房「グラススタジオ遊」を営む豊島ルリ子氏の元へ向か
った。25~26歳のころだった。
　ところが思惑は見事に外れた。工房はなんと、海から離
れた山の上にあったのだ。まずは様子見のつもりだった
のだが、話すとたちまちお互いのフィーリングが合うこと
がわかった。即日採用され、翌日から師匠と2人で、朝から
晩まで仕事に没頭する毎日が始まった。
　あまりの忙しさに、初めの1年はサーフィンなどできる
状況ではなかった。沖縄でのサーフィンライフも満喫する
つもりだったのに、そんな時間のないヨーナスさん、次第
に溜まっていくストレスがはじけるときが、とうとうやって
きた。
「師匠に『俺サーファーなんで、海に入らないとダメなんで
す！　リラクゼーションも絶対必要なんです！』と訴えたん
です」
　海とサーフィンの素晴らしさを分かってもらいたい――
そう思ったヨーナスさんは、師匠を海へ連れていくことか
ら始めた。バリアリーフの外まで結構な距離、泳げる師匠
だったが浮き輪をつけて連れていった。そんな弟子の熱
意が伝わったのだろうか、ほどなく師匠もサーフィンに魅
せられていった。そしてヨーナスさんの熱意は、1日の仕事
のサイクルまでも変えることになった。朝、仕事前にまず
海に入る。勤務時間は昼から18時まで、短時間で集中して
働くことになったのだ。オンとオフのメリハリがついたこ
とで仕事にもますます力が入り、4年の月日を師匠ととも
に働いた。
「沖縄の波は地形的に、満潮の前後2時間くらいしかサー
フィンができない。その波はリーフの外側で割れるんです
が、遠浅で水が綺麗だからテイクオフする時にサンゴがく
っきりと見える。波がどういう動きをしているかがよく分か
るんです。湘南では気付けない、沖縄ならではの感覚を楽
しめました」
　師匠にはガラスのこと以上に精神面でも鍛えられ、生
きて行くバイタリティーを教えてもらった、とヨーナスさ
んは言う。いい出会いだったし、腕もメキメキ上達した。
ところが、その師匠が工房を離れ、オーストラリアに自
分を模索する旅に出る、と突然言い出したのだ。「工房
の経営となるとど素人、社長としてやっていく自信など
全くなかったが、やるしかなかったんです」。ヨーナスさ
んは引き継ぐ形で独立を果たす。今の工房をそのまま
借り、「ガラス工房ヴェルムランド」と名付けた。

波を、閉じ込める
     　―ガラス作家　賀来ヨーナスさん―      

文・関水 裕子



　江ノ電・七里ヶ浜駅を降り、海を背にして坂を
上ると、その途中にガラス工房がある。「ヨーナ
スガラスビジョン」。住宅街に溶け込む控え目な
看板があり、扉にはさりげないアートガラスが
施されている。扉を開けると、店主の賀来ヨーナ
スさんが優しい笑顔で迎えてくれる。
　ヨーナスさんはガラス作家。代表作の『TUBE』
が持つ、動いていた波を時間を止めて透明なタ
マゴ型のガラスの中に封じ込めたような躍動
感は、見る人の心を一瞬にして奪うかのようだ。
サーファーでもある彼の目で見た波が、そこに
鮮やかに表現されている。

友人の父が導いてくれたガラス

　ヨーナスさんは1973年、日本人の父とスウェーデン人
の母の間に生まれた。出生地はスウェーデンのウップサ
ーラという街だが、2歳で鎌倉に移住した。
　小学生の頃からサーフィンやスケートボードに触れ、
まず先にスケードボードに夢中になり、腕前はスポンサ
ーが付くほどに。高校生になった頃サーフィンにのめり込
んでいった。高校を卒業後、英語を身につけたくてアメ
リカ・マサチューセッツ州のベッカーカレッジに留学した。
もっとも勉強は二の次三の次で、毎日のように出かけて
は遊びに夢中になった。街のディープな人々の中に入り
込み、様々なジャンルのアートや音楽活動に触れた。この
経験が後の創作活動に大きく影響を与えることになる。
　アメリカに渡って半年が過ぎた頃、英語の夢を見た。
「スウェーデン語と英語は文法が同じで、似た単語も多い
んですよ。出来るだけ日本人とつるまないようにした事も
あってか、スピーディーに英語が身についていました」
とヨーナスさんは言う。
　2年の留学を終えて日本に帰国したヨーナスさんはあ
る時、友人の家で食事をご馳走になった。その折、友人の
父から自身が経営する山梨県小淵沢のガラス工房で、住
み込みで働かないかとの話をもらい、行くことにした。そ
れが「フュージング・スランピング」という技法を使うガラ
ス工芸との、はじめての出会いだった。
　同じ頃、逗子市小坪在住のラテン音楽界重鎮のパーカ
ッショニスト、横山達治氏と出会う。これがきっかけでパ
ーカッションにのめりこんだヨーナスさん。たまに鎌倉に
帰ってきては仲間と集まってセッションして楽しんだ。
「音楽とガラス、どっちでご飯を食べて行こうか？　俺はど
っちが好きなんだ？ととても悩みました」
　ラテン音楽は、当時の日本ではマイナーな音楽。加えて
パーカッションは裏方だ。それで一人前になることができ
るのか。
「音楽は欠かすことのできない癒し。救われることもある。
でもそれをお金にしていくことは、俺にはできない」。音楽
を生業にすることはなかった。

師匠との出会い

「昔から手で何か作る、モノづくりが好きだったんですよ。
たまに短期の休みがあると、山梨から鎌倉に帰ってきて、
内装や大工の見習いのようなアルバイトもしました。小淵
沢で2年近くを過ごして、結局はガラス工芸が、いいな、と
思える唯一の存在でした」
　こうなったらガラスの道を突きつめよう。そう思ったヨ
ーナスさんは、川崎にあるガラス専門学校「東京ガラス工
芸研究所」に通い始めた。ここに2年通って様々なガラス
の技法を学んだが、その中でも一番自分の性に合ったの

は、吹きガラスだった。
「元々勉強嫌いだし、椅子にじっと座ってガラスに向きあう
タイプではない。常に動いている吹きガラスの製法に、単
純に魅かれたんです」
　卒業を間近に控えたある日、学校の掲示板にあった琉
球ガラスの求人広告に目が止まる。
「沖縄かぁ、海あるしサーフィンできるし、いいっかな」と、
荷物をまとめてフェリーに乗り込み、沖縄県名護でガラス
工房「グラススタジオ遊」を営む豊島ルリ子氏の元へ向か
った。25~26歳のころだった。
　ところが思惑は見事に外れた。工房はなんと、海から離
れた山の上にあったのだ。まずは様子見のつもりだった
のだが、話すとたちまちお互いのフィーリングが合うこと
がわかった。即日採用され、翌日から師匠と2人で、朝から
晩まで仕事に没頭する毎日が始まった。
　あまりの忙しさに、初めの1年はサーフィンなどできる
状況ではなかった。沖縄でのサーフィンライフも満喫する
つもりだったのに、そんな時間のないヨーナスさん、次第
に溜まっていくストレスがはじけるときが、とうとうやって
きた。
「師匠に『俺サーファーなんで、海に入らないとダメなんで
す！　リラクゼーションも絶対必要なんです！』と訴えたん
です」
　海とサーフィンの素晴らしさを分かってもらいたい――
そう思ったヨーナスさんは、師匠を海へ連れていくことか
ら始めた。バリアリーフの外まで結構な距離、泳げる師匠
だったが浮き輪をつけて連れていった。そんな弟子の熱
意が伝わったのだろうか、ほどなく師匠もサーフィンに魅
せられていった。そしてヨーナスさんの熱意は、1日の仕事
のサイクルまでも変えることになった。朝、仕事前にまず
海に入る。勤務時間は昼から18時まで、短時間で集中して
働くことになったのだ。オンとオフのメリハリがついたこ
とで仕事にもますます力が入り、4年の月日を師匠ととも
に働いた。
「沖縄の波は地形的に、満潮の前後2時間くらいしかサー
フィンができない。その波はリーフの外側で割れるんです
が、遠浅で水が綺麗だからテイクオフする時にサンゴがく
っきりと見える。波がどういう動きをしているかがよく分か
るんです。湘南では気付けない、沖縄ならではの感覚を楽
しめました」
　師匠にはガラスのこと以上に精神面でも鍛えられ、生
きて行くバイタリティーを教えてもらった、とヨーナスさ
んは言う。いい出会いだったし、腕もメキメキ上達した。
ところが、その師匠が工房を離れ、オーストラリアに自
分を模索する旅に出る、と突然言い出したのだ。「工房
の経営となるとど素人、社長としてやっていく自信など
全くなかったが、やるしかなかったんです」。ヨーナスさ
んは引き継ぐ形で独立を果たす。今の工房をそのまま
借り、「ガラス工房ヴェルムランド」と名付けた。



special edition
 

 

　活躍が実を結び、テレビや雑誌に取り上げられることも
増え、人気も出てきた。仲良くしてくれる友達もたくさんで
きた。だが、過去の沖縄の歴史に加えて地方特有の閉鎖
的な部分も見えてきた。本土から来た人間の活躍をよく
思わない人もいて、ヨーナスさんは沖縄で暮らすことが難
しくなってしまった。
「いやがらせのようなものがあったりしましたが、その当
時はどうしてなのかが分からず、いろいろなものと闘って、
心もすり減ってしまいました」
　ヨーナスさんの沖縄ライフは、７年弱でピリオドを打っ
た。

2つのHOME

　2008年、鎌倉に戻る。住む所もなく、結局実家に転がり
こむことになった。
　ヨーナスさんの父は、七里ガ浜で耳鼻科の開業医をし
ていた。当時は体調を崩し、ぼちぼち引退を考えていた頃
で、「ここの場所をお前がガラス工房にできるならやってみ
ろ」と言ってくれた。でも不安もあった。
「ガスや重油系の燃料を使うガラス工芸は、熱を煙突から
逃がさないと爆発する危険があるし、煙がもくもくと出て
しまう。騒音も気になる。工房は広い敷地か、周囲に何も
ないところでやるものだから、近隣住民に迷惑がかかって
しまうようでは無理だ」――。
　その時だった。専門学校時代にお世話になった先生が、
電気で焚く窯を作っていることを知った。「これは窯の中

の熱線がジワーッと温かくなるだけで、何も音もしないし
煙突も要らない、これなら住宅街でもできるのでは」と先
生からアドバイスをもらった。
　父の医院をリフォームしたり、必要な機材をそろえるな
どの準備を整え、同年「ヨーナスガラスビジョン」を設立。だ
が、沖縄での活躍と同じようにはいかなかった。沖縄では、
琉球ガラスが特産品として定着しているが、それは沖縄で
作ってこその琉球ガラス。鎌倉で展開するのは難しかった
のだ。
　販売経路を失った今、頼るべきはコネクションだ。自分と
言う名前を売るため、あらゆるパーティーに顔を出し、昼間
に作った作品を会場で売ったりもした。
「鎌倉には幼い頃からの知り合いや友人がたくさんいたし、
一時期モデルをしていたこともあって業界にもツテがあっ
たんです。名前を広める機会には恵まれていましたね」
ヨーナスさんはそう言って苦笑いするが、さんざん遊んだ
ことで作られていた人とのつながりが、ここにきて活きて
いたのだ。
　鎌倉で忙しい時を過ごしているうち、沖縄で受けた心の
傷も癒えてきた。何も知らないで飛び込んだが、沖縄の歴
史的背景を思えば思うほどに、沖縄の事を理解できる部分
もあった。
「沖縄は自分を変えてくれたところ。日を追うごとに周りに
温かく迎えられたし、当時も今も『お前はもうウチナンチュ
ーの魂を持った人間だ』と言ってくれる友人がいる。今は
沖縄に対しては感謝しているし、第2のHOMEだと思ってい
ますね」

「ハーフは、アイデンティティーの確立がなかなかできな
い人が多いんですよ。俺ってどこの人間だ、ということが
ずっと分からなかった。でも最近になってようやく本当に、
この鎌倉がHOMEだと思えるようになってきた」と言うヨ
ーナスさんにとっての鎌倉は、「言葉にしづらいが波動と
いうかバイブレーション、フィーリングがあると思う。海か
ら望む景色、富士山や江ノ島、他にも山や川があるし、文
豪や芸術家も多い、いい流れのある場所だと思う。そんな
いいフィーリングのある場所に人は集まるし、ここはそう
いう人に出会えた場所だと思う」
　実際、趣味であるサーフィンからのフィーリングを感じ
取り、波や自然などをモチーフとしているのがヨーナスさ
んの作品の特徴である。

モノ作りのこころ

「モノを作ってモノを無駄にしているなんて、まかりとおら
ないと思うんです」と、ヨーナスさんは熱く語る。
　ガラス工芸はアート活動の中でも特別だ。1度窯に火を
付けると、約半年間、火を絶やすことはできない。1250℃
という高温を維持しなければいけないし、離れて火事を
起こすわけにはいかない。維持にはもちろん費用もかか
る。
モノを作るという職業に就いて、ヨーナスさんはモノの大
切さを身をもって感じているという。汗水たらして作った
ハンドメイドの作品には、思いが詰まっているからこそ、
大事にする気持ちが生まれる。割れてしまった作品や素
材もほとんど捨てることはしない。いつか、何かに生まれ
変わったり、新しく使えるイメージが湧く時のために取っ
ておくのだ。
「吹きガラスの体験教室でも、お客様とモノ作りの楽しさ
を共有するだけでなく、モノの大切さを伝えています。そ
れはモノを作っている人の使命だと思ってます」
　今は、ガラスのコップが100円で買える時代だ。型に入
れて量産するだけの型吹きガラス製品を否定はしない。
それはそれで良いのだ。
　でもヨーナスさんは、時間も労力もかかる宙吹きガラス
を選んだ。湧きあがるアイデアで誰にも真似できない、オ

リジナルのモノを作りあげることが好きだからだ。
　ガラスは冷やして固まるまでは、いろいろと形を変える
ことができる。熱いうちは常に動いている素材だから、そ
の場その瞬間に判断することが必要で、偶然から生まれ
る形もある。また冷やし固まるまで直接手に触ることがで
きないのも魅力の1つだ。その工程は、大自然相手のサー
フィンにどこか似た感覚がある、とヨーナスさんは言う。
「自然の中に身をおいて、自然界から見えてくる発見や自
然の色の動き、人の見えないところの視点に刺激を受け
て、それを写していかないといけないな、と。自然は自然
なわけで、人間が波の形を表現しても、元の自然には適う
わけないんですけどね。でも人の作り出す偶発性とかを
作品として重視しているんです。デザインしてそれ通りに
作ることはもうしません。海に行ってこんな色だった、こん
な波だった、感じたままに作っています」
　ガラス工芸に魅せられて20年以上の時が経った。現在
もテレビや雑誌活躍の場を広げているヨーナスさん。そ
の人生には人やモノとのさまざまな出会いがあり、行動
力と決断力で常に何かを求め動き続けている……冷え固
まることなく、熱いままのガラスのように。
「僕は今までもこれからも、さらさら落ち着くこうとは思っ
てないですね。もちろん家族は大事にします。でも刺激の
ある生活を失ってはいけないなと。そういう人生を選んで
いるのかな」
　　　　　　　＊＊＊
　改めてショップの店内を見回すと、あちこちに昭和の医
院の面影が残っていることに気づく。入ってすぐのカウン
ターは、薬の処方もした受付だろうか。アーチ型の壁も、と
ても趣がある。吹きガラスを行う奥の工房は、元は手術室
だったところだという。
　頭にはヨーナスさんの作品が所狭しと並んでいる。あの
『TUBE』も、大きさや色のバリエーションに富んで、ひとき
わ存在感を放っている。手にするとズシリと重いのだが、
中には軽やかな波、彼の見た景色がその中にある。彼が
閉じ込めているは、波と心、なのだ。

ヨーナスガラスビジョン　
https://www.jonasglass.com/
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　活躍が実を結び、テレビや雑誌に取り上げられることも
増え、人気も出てきた。仲良くしてくれる友達もたくさんで
きた。だが、過去の沖縄の歴史に加えて地方特有の閉鎖
的な部分も見えてきた。本土から来た人間の活躍をよく
思わない人もいて、ヨーナスさんは沖縄で暮らすことが難
しくなってしまった。
「いやがらせのようなものがあったりしましたが、その当
時はどうしてなのかが分からず、いろいろなものと闘って、
心もすり減ってしまいました」
　ヨーナスさんの沖縄ライフは、７年弱でピリオドを打っ
た。

2つのHOME

　2008年、鎌倉に戻る。住む所もなく、結局実家に転がり
こむことになった。
　ヨーナスさんの父は、七里ガ浜で耳鼻科の開業医をし
ていた。当時は体調を崩し、ぼちぼち引退を考えていた頃
で、「ここの場所をお前がガラス工房にできるならやってみ
ろ」と言ってくれた。でも不安もあった。
「ガスや重油系の燃料を使うガラス工芸は、熱を煙突から
逃がさないと爆発する危険があるし、煙がもくもくと出て
しまう。騒音も気になる。工房は広い敷地か、周囲に何も
ないところでやるものだから、近隣住民に迷惑がかかって
しまうようでは無理だ」――。
　その時だった。専門学校時代にお世話になった先生が、
電気で焚く窯を作っていることを知った。「これは窯の中

の熱線がジワーッと温かくなるだけで、何も音もしないし
煙突も要らない、これなら住宅街でもできるのでは」と先
生からアドバイスをもらった。
　父の医院をリフォームしたり、必要な機材をそろえるな
どの準備を整え、同年「ヨーナスガラスビジョン」を設立。だ
が、沖縄での活躍と同じようにはいかなかった。沖縄では、
琉球ガラスが特産品として定着しているが、それは沖縄で
作ってこその琉球ガラス。鎌倉で展開するのは難しかった
のだ。
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ヨーナスさんはそう言って苦笑いするが、さんざん遊んだ
ことで作られていた人とのつながりが、ここにきて活きて
いたのだ。
　鎌倉で忙しい時を過ごしているうち、沖縄で受けた心の
傷も癒えてきた。何も知らないで飛び込んだが、沖縄の歴
史的背景を思えば思うほどに、沖縄の事を理解できる部分
もあった。
「沖縄は自分を変えてくれたところ。日を追うごとに周りに
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ーの魂を持った人間だ』と言ってくれる友人がいる。今は
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ますね」

「ハーフは、アイデンティティーの確立がなかなかできな
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取り、波や自然などをモチーフとしているのがヨーナスさ
んの作品の特徴である。

モノ作りのこころ

「モノを作ってモノを無駄にしているなんて、まかりとおら
ないと思うんです」と、ヨーナスさんは熱く語る。
　ガラス工芸はアート活動の中でも特別だ。1度窯に火を
付けると、約半年間、火を絶やすことはできない。1250℃
という高温を維持しなければいけないし、離れて火事を
起こすわけにはいかない。維持にはもちろん費用もかか
る。
モノを作るという職業に就いて、ヨーナスさんはモノの大
切さを身をもって感じているという。汗水たらして作った
ハンドメイドの作品には、思いが詰まっているからこそ、
大事にする気持ちが生まれる。割れてしまった作品や素
材もほとんど捨てることはしない。いつか、何かに生まれ
変わったり、新しく使えるイメージが湧く時のために取っ
ておくのだ。
「吹きガラスの体験教室でも、お客様とモノ作りの楽しさ
を共有するだけでなく、モノの大切さを伝えています。そ
れはモノを作っている人の使命だと思ってます」
　今は、ガラスのコップが100円で買える時代だ。型に入
れて量産するだけの型吹きガラス製品を否定はしない。
それはそれで良いのだ。
　でもヨーナスさんは、時間も労力もかかる宙吹きガラス
を選んだ。湧きあがるアイデアで誰にも真似できない、オ

リジナルのモノを作りあげることが好きだからだ。
　ガラスは冷やして固まるまでは、いろいろと形を変える
ことができる。熱いうちは常に動いている素材だから、そ
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「自然の中に身をおいて、自然界から見えてくる発見や自
然の色の動き、人の見えないところの視点に刺激を受け
て、それを写していかないといけないな、と。自然は自然
なわけで、人間が波の形を表現しても、元の自然には適う
わけないんですけどね。でも人の作り出す偶発性とかを
作品として重視しているんです。デザインしてそれ通りに
作ることはもうしません。海に行ってこんな色だった、こん
な波だった、感じたままに作っています」
　ガラス工芸に魅せられて20年以上の時が経った。現在
もテレビや雑誌活躍の場を広げているヨーナスさん。そ
の人生には人やモノとのさまざまな出会いがあり、行動
力と決断力で常に何かを求め動き続けている……冷え固
まることなく、熱いままのガラスのように。
「僕は今までもこれからも、さらさら落ち着くこうとは思っ
てないですね。もちろん家族は大事にします。でも刺激の
ある生活を失ってはいけないなと。そういう人生を選んで
いるのかな」
　　　　　　　＊＊＊
　改めてショップの店内を見回すと、あちこちに昭和の医
院の面影が残っていることに気づく。入ってすぐのカウン
ターは、薬の処方もした受付だろうか。アーチ型の壁も、と
ても趣がある。吹きガラスを行う奥の工房は、元は手術室
だったところだという。
　頭にはヨーナスさんの作品が所狭しと並んでいる。あの
『TUBE』も、大きさや色のバリエーションに富んで、ひとき
わ存在感を放っている。手にするとズシリと重いのだが、
中には軽やかな波、彼の見た景色がその中にある。彼が
閉じ込めているは、波と心、なのだ。

ヨーナスガラスビジョン　
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p5



p6

Report
 

YUIGAHAMA BEACH YOGA DAY 2018 大成功！

海のピンチは街が救う

鎌倉・ 由比ガ浜海水浴場はまさに真夏の海！ちょっと海風も強く心配でしたが、あ
っつい日差しが夕日になるにつれ、涼しい風に変わって落ち着いた雰囲気に。波
の音、海から吹く風、沈みゆく夕日…。自然のエネルギーを全身で感じながらのサ
ンセットビーチヨガは本当に気持ちよかったです！
ビーチクリーンでは、海を大切に思う気持ちをみんなで共有し、ビーチも心も身
体も綺麗になりました。
2016年にアジア初の国際環境認証「ブルーフラッグ」を取得した由比ガ浜がいつ
までも安全で、美しい海であるために、みんなで意識を持って海を守る活動をし
ていきたいですね。「BEACH YOGA DAY 」は来年以降も続け、みんなで大切に育
てていくイベントにしたいと思っています。
今年は70名以上の方が参加してくださり大成功！お越しくださった参加者のみな
さま、スタジオyoggyのノリ（手塚 紀子 (Noriko Tezuka)）先生、協賛企業のみなさ
ま、ボランティアスタッフのみなさま、本当にありがとうございました！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文・片山 久美）

このイベントは『NPO法人海さくら』と『日本財団』が主催で、
『渋谷区』『NPO法人green bird 』 等の協力のもと日本財団｢海と日本プロジェクト」の一
環として実施されました。

当日は、色々な個性あふれる団体と一緒に楽しくゴミ拾い！海のゴミをなくすためには、
街をキレイにしなければいけませんね。これからもいろんな団体と連携して、街を！川を！
海を！キレイにする活動を続けていきたいです。　　　　　　　　　　（文・片山 清宏）

7月14日（土）、「海のピンチは街が救う」プロジェクト渋谷編に湘南
ビジョン研究所で参加させていただきました。

～海で心もカラダもキレイになろう！～
BEACH YOGA DAY 2018

2018年7月21日(土) 17:00 - 19:00
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笑顔で皆んな楽しく波に乗れました！

ハピネス循環セッション July 2018でプレゼン

"海の学び場"「湘南VISION大学」の話を中心に、実践を通した成功談・失敗談を交えなが
ら、地域課題に取り組む社会起業家にとって大切だと思っていることをお話ししました。
プレゼン後の参加者とのダイアログも素晴らしいファシリテーションのおかげで、各自そ
れぞれの思いが溢れる濃密な時間となりました。みなさんとても熱い想いを持っている
個性的な方々ばかりで、ここからまた新しいプロジェクトが生まれる予感！参加させてい
ただき本当によかったです。
小林博之さんをはじめとする研究員の皆さん、貴重な機会をいただきありがとうござい
ました！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文・片山 清宏）

7月25日（水）、ハピネス循環研究所のイベント「ハピネス循環セッ
ション July 2018～アタマとココロをシェアしてミライにつなぐ～」
でプレゼンさせていただきました！

～親子で海のスポーツを楽しもう！～　手ぶらで初めてのボディボード体験
親子で初めてのボディボード体験
夏休み始まったばっかりの元気な小学1.2年生達…
7月26日の茅ケ崎・ サザンビーチ海水浴場では体験するには、ちょうど良い波でした！
自然が作り出す波のエネルギーを全身で感じながらの波に乗った爽快感は最高に気持ちよかったです！
ここ茅ケ崎サザンビーチ海水浴場でも国際環境認証「ブルーフラッグ」を取得を目指し、安全で、いつまでも楽しく波に乗れる海であるために、
みんなで意識を持って海を守る活動をしていきたいと思ってます。
家に帰っても親子でボディボードで波に乗って話をしてくれていたら最高ですね。ご参加頂いた親子の皆様ありがとうございました。
是非まだ夏休み始まったばかり海を楽しみましょう！　　（文・: 平林 政夫 · ）

2018年7月26日(木) 9:00 - 11:00
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誰でも参加できる"海の学び場"『湘南VISION大学』授業

09.15

Sat

手軽にチョイ映えのスマホ動画を海辺で撮ろう
海とスマホと動画と（入門者向け）
映像のプロに撮影のコツを学んで「写っているだ
け」から「ちょい映え」のレベルを目指す入門者の
ための動画撮影ワークショップです。ちょっとだけ
講義を受けたら、みんなで海辺に出て楽しくに撮
影してみます！

子どもから大人までみんなでウクレレを一から学
んで演奏を楽しみましょう。天気が良ければ、江の
島が見える浜辺で演奏もできます♬

体の感覚や自己の意識を「今」に向けて、静かに心
や体を観察していくプログラムです。ヨガや瞑想を
やったことがないという方もお気軽にご参加を！

砂浜の浄化のパワー、愛の音による癒しのパワ
ー、そして無限大の太陽エネルギー、この3大パ
ワー取り入れたワークショップです。湘南の海を
体感しながら砂浴デトックスによって本来の自
己回復能力を内側から引き上げ、健康な身体を
整えていきましょう。

日時：2018年9月15日（土）10時00分～12時00分
場所：湘南海岸公園サーフビレッジ多目的ホール

藤沢市鵠沼海岸1-17-3（電話：0466-34-9912）
小田急線鵠沼海岸駅徒歩10分

講師：加藤修大氏（元湘南市民メディアネットワーク）
対象：動画撮影初心者で、小学５年生以上のスマートフォン

を持参してご自身で操作できる方
（ただし、小学生は保護者といっしょに参加）

定員：10名　　　参加費：お1人（親子1組）500円 
持ち物：スマートフォン（動画撮影機能付）

日時：2018年9月16日（日）14時30分～17時00分
※14時30分～16時：海岸ワーク（サーフビレッジの江ノ島側
の海岸）
※16時～17時：講義（鵠南市民の家2F会議室）
※雨天の場合は会議室内のみで開催

場所：神奈川県立湘南海岸公園サーフビレッジ前（藤沢市鵠沼
海岸1-17-3。小田急「鵠沼海岸駅」徒歩15分）

雨天時：鵠南市民の家2F会議室（藤沢市鵠沼海岸1-10-1）
講師：秋山佳胤氏（ホリスティック医学博士、愛と不食の弁護士）

浜田武仁氏（JIN BODY CARE院長、日本ヨガメディカル協
会アドバイザー）

連携：空山雅一氏（SORAサウンド代表）
曽我昌次郎氏（SOGA BODY代表）

対象：波動医療研究に興味がある方
参加費：お１人3,000円 (中学3年生以下は1,000円)
持ち物：タオル、着替え(砂浴用)、帽子(日よけ用)、ビーチサンダ

ル、日傘

09.16

Sun

砂浴、音浴、光浴で体の芯から健康ワーク
波動医療研究＠湘南海岸

09.17

Mon

誰でも弾ける！歌える！仲間ができる！
海辺で楽しむウクレレ体験

日時：2018年9月17日（月・祝）13時00分～16時00分
場所：ホテル「KKR江ノ島ニュー向洋」1階多目的ホール（約40名

席）　藤沢市片瀬海岸1－7－23（電話：0466-23-7710）
江ノ電「江ノ島駅」徒歩5分、小田急「片瀬江ノ島駅」徒歩
10分

講師：斉藤富彦氏（ウクレレ歴15年）
対象：ウクレレを楽しみたい方
参加費：お1人1,000円 (小学6年生以下は無料)
持ち物：当日貸出ウクレレ5台。ご自分所有のウクレレご持参大

歓迎。お水とお茶は用意します。飲み物、食べ物は各自
で持参可能。

09.23

Sun

地面とつながるアーシング
歩くマインドフルネス瞑想

日時：2018年9月23日（日）9時00分～10時30分
※8時30分受付開始～　　※荒天中止

場所：由比ガ浜海水浴場　HEAD OFFICE前（江ノ電由比ガ浜駅
から徒歩7分）

講師：タダヒコ（スタジオ・ヨギー インストラクター）
協力：（株）トゥルーライフエージェント、SUGATA鎌倉、スタジオ・

ヨギー
対象：歩く瞑想を体験したい方（中学１年生以上）
定員：30名
参加費：お1人2,000円(中学1年生～高校3年生まで1,000円）
持ち物：動きやすいウエアでご参加ください。。

申し込み・お問い合わせ：
Facebookイベントページの参加ボタンを押すか、
info@shonan-vision.orgまでご連絡ください。
延期又は中止の場合は、Facebookイベントページ上又は
湘南ビジョン研究所HPでご連絡します。
FB：https://www.facebook.com/shonanvision/　　
HP：http://shonan-vision.org/
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